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白鳥山～時雨岳　２００７．１１．０３

御池登山口 振り返ると扇山につながる山々が稜線が見えてきた。

土砂が車道まで流出しやや荒れている。水場の水は出ない。

駐車場の東屋は潰れた状態で放置されていた。

石をくり抜いた水桶があったが水はポタリポタリ程度。

カレ谷に沿って登ると、白鳥山の稜線が見えてきた。

見事な紅葉が青空に映える。 落ち葉に埋もれた広い尾根の稜線。左「峰越峠」の案内。

白鳥山へは、中央部の踏み跡を辿ると５分である。



平清経住居跡 御池「二ノ池」に向かう途中のアーチ状をした倒木。

平家の残党　左中将平清経が落ちて住んだとされる住居跡。

付近は、なだらかな広い斜面で人が隠れ住むことの条件は揃っている。

左「ウゲトノ谷」右「ウケノクチ谷」分岐。

ウケノクチ谷を涸沢に沿って１５分ほど下った。

御池二の池

湿地帯で鹿の足跡が多数あった。

左「ウゲトノ谷」・・・「二ノ池」を経て次の分岐を右に
進み尾根を登ると、白鳥山。

右「ウケノクチ谷」・・・涸沢に沿って下ると熊本側登
山口へ通じる。また「峰越峠」へも通じる。



白鳥山直前で見つけたねじれた「ヒメシャラ」の木。

白鳥山の三角点の手前にある見事な苔に覆われた株。

白鳥山（１６３９ｍ）

展望は得られない。南へ数分の所に露岩あり。南方面の展望に優れる。

露岩からの展望

白髪岳の向こうに霧島連山が墨絵のように臨まれる。左には、江代山・市房山・石堂山などが見渡せる。










